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小平市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます この市報は環境に配慮して、古紙配合の再生紙、低VOCインキを使用しています。

粒選りの小平の梅漬けにけり 野村佳子

　

稲
苗
は
、
夜
の
散
歩
で
立
ち
寄
っ

た
神
社
で
手
に
入
れ
た
。
苗
が
置
か

れ
、
ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
と

書
か
れ
て
い
た
の
だ
。

　

宝
物
で
も
探
し
当
て
た
よ
う
な
高

揚
感
だ
。
家
の
庭
に
廃
棄
寸
前
の
発

砲
ス
チ
ロ
ー
ル
が
あ
っ
た
の
で
、
土

を
入
れ
、
水
を
張
り
、
一
人
夜
中
に

「
田
植
え
」
を
し
た
。

　

た
っ
た
十
株
で
は
あ
っ
た
が
、
気

分
は
大
商
い
で
あ
る
。
翌
日
か
ら
、

朝
起
き
る
の
が
と
て
も
楽
し
く
な
っ

た
。
根
づ
き
が
始
ま
り
、
勢
い
を
増

し
て
い
る
様
子
だ
。

　

少
々
早
い
が
、
秋
の
稲
刈
り
が
楽

し
み
だ
。

小
平
市
長

市

長

の

ひ

と

こ

と

久
々
の
田
植
え

　

日
の
出
町
に
あ
る
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
で
あ
る
谷
戸
沢
処
分
場
は
、
平
成　

年
１０

に
埋
め
立
て
が
終
了
し
ま
し
た
。
現
在
で

は
自
然
環
境
の
回
復
が
進
み
、
多
く
の
野

鳥
や
国 
蝶 
の
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
な
ど
の
昆
虫

ち
ょ
う

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
の
出
町
の
豊

か
な
自
然
と
自
然
回
復
に
取
り
組
む
保
護

活
動
を
通
し
て
、
自
然
の
大
切
さ
を
学
ぶ

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
３
日
（
水
）　

午
後
０
時

　

分
～
５
時　

分

３０

３０

※
集
合
・
解
散
は
市
役
所
立
体
駐
車
場
北

側
通
路
。

と
こ
ろ　

谷
戸
沢
処
分
場
、
日
の
出
山
荘

（
西
多
摩
郡
日
の
出
町
）

※
移
動
は
バ
ス
を
使
用
。

費　

用　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定　

員　
　

人
４５

申
込
み　

６
月　

日
（
金
）
ま
で
に
、
住

２８

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
環
境
保
全
課
へ

（
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
可
、
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

３
６
、死kankyohozen@

city.ko

            
        

daira.lg.j

          p  

　

平
成　

年
南
仏
シ
ャ
ト
ー
バ
ロ
ン
と
の

２０

共
同
制
作
に
よ
り
、
野
外
バ
ー
ジ
ョ
ン
と

し
て
世
界
初
演
し
た
作
品
を
、
劇
場
版
に

再
創
作
し
、
７
年
ぶ
り
の
ル
ネ
こ
だ
い
ら

公
演
で
、
東
京
初
演
し
ま
す
。

と　

き　

７
月　

日
（
土
）　

午
後
３
時

１３

開
演

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

Ｓ
席
４
千
５
百
円
、
Ａ
席
３
千

５
百
円
（
全
席
指
定
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

演
出
・
振
付
・
デ
ザ
イ
ン　

天
児
牛
大

出　

演　

竹
内
晶
、
市
原
昭
仁
、
長
谷
川

一
郎
、
松
岡
大
、
石
井
則
仁
、
百
木
俊
介

主　

催　

小
平
市
文
化
振
興
財
団

申
込
み　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
緯　

（
３
４
６
）
９
０
０
０

０４２

問
合
せ　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
緯　
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

 　

９
月　

日
（
日
）・　

日
（
月
）
に
、
小

２９

３０

平
市
で
開
催
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２

０
１
３
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技（
成
年
女
子
）

で
、
安
全
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
昼
食

弁
当
を
提
供
で
き
る
弁
当
業
者
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
内
容　

大
会
当
日
（
９
月　

日
・　

２９

３０

日
）
に
選
手
、大
会
関
係
者
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
提
供
す
る
昼
食
弁
当
の
製
造
・
納
入

募
集
対
象　
「
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１

３
小
平
市
弁
当
調
製
施
設
選
考
基
準
」
に

適
合
す
る
市
内
お
よ
び
市
近
隣
に
製
造
所

を
有
す
る
弁
当
業
者

予
定
調
製
数　

各
日
最
大
約
８
百
食
程
度

納
品
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

申
込
み　

７
月　

日
（
月
）
ま
で
に
、
市

２２

民
総
合
体
育
館
窓
口
、
小
平
市
国
体
の
ホ

弁
当
業
者
を
募
集

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://kodaira-ko

                  

kutai.jp

        
）
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
窓
口
へ
持
参
（
電
子

メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
可
）

※
詳
し
く
は
、
小
平
市
国
体
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
る
「
弁
当
業
者
募
集
」
を
お
読

み
く
だ
さ
い
。

※
業
者
の
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
実
行
委

員
会
が
審
査
し
、
選
定
し
ま
す
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
小

平
市
実
行
委
員
会
事
務
局
緯　
（
３
４
３
）

０４２

１
６
１
１
、
俊　

（
３
４
４
）
４
０
２
６
、

０４２

死taiiku@
city.kodaira.lg.j

       
                 p  

 　

市
で
は
、
山
梨
県
の
清
里
高
原
に
あ
る

宿
泊
施
設
「
羽
村
市
自
然
休
暇
村
」
と
利

用
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
も
羽
村
市
民
の
方
と
同
じ
料
金
で
利
用

で
き
ま
す
。

羽
村
市
自
然
休
暇
村
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

割
引
料
金
で
利
用
で
き
る
の
は
、
利
用

当
日
の
１
か
月
前
か
ら
前
日
ま
で
に
予
約

し
た
場
合
で
す
。

怯
羽
村
市
自
然
休
暇
村

と
こ
ろ　

山
梨
県
北
杜
市
高
根
町
清
里
３

５
４
５
們
３
８
７
７

※
予
約
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
同
施
設
へ

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号　

緯
０
１
２
０
（　

）
４
０
１

４７

７※
体
育
課
（
市
民
総
合
体
育
館
内
）
で
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

体
育
課
緯　

（
３
４
３
）
１
６

０４２

１
１

 　

萩
山
公
園
プ
ー
ル
開
設
に
伴
い
、
萩
山

公
園
卓
球
室
の
一
般
開
放
を
７
月
１
日

（
月
）
か
ら
９
月　

日
（
火
）
ま
で
中
止

１０

し
ま
す
。

問
合
せ　

体
育
課（
市
民
総
合
体
育
館
内
）

緯　

（
３
４
３
）
１
６
１
１

０４２ 一
般
開
放
を
中
止

萩
山
公
園
卓
球
室

怯
一
夜
だ
け
の
七
夕
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　

世
界
一
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
映
し
出

す
満
天
の
星
の
中
で
、
家
族
と
一
緒
に
星

を
探
し
ま
せ
ん
か
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で

知
ら
な
い
七
夕
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
な
ど

も
入
れ
て
話
を
す
る
特
別
投
影
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
で
す
。

と　

き　

７
月
７
日
（
日
）　

午
後
５
時

　

分
～
６
時

１０※
午
後
４
時
ま
で
に
入
館
し
、
開
場
ま
で

展
示
室
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

費　

用　

観
覧
付
き
入
館
券
大
人
１
千

円
、
小
人
４
百
円
（
４
歳
～
高
校
生
）

定　

員　

２
百
人

６
月
の
休
館
日　
　

日
（
月
）

２４

申
込
み　

６
月　

日
（
月
）
ま
で
（
必
着
）

２４

に
、
申
込
書
を
問
合
せ
先
へ
（
は
が
き
可
、

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
当
選
者

の
み
に
参
加
券
を
送
付
）

※
申
込
書
は
問
合
せ
先
に
あ
り
ま
す
。

※
は
が
き
の
場
合
は
開
催
日
、
イ
ベ
ン
ト

名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

（
学
年
）、
電
話
番
号
を
記
入
。

問
合
せ　

多
摩
六
都
科
学
館
（
〒　

們
０

１８８

０
１
４　

西
東
京
市
芝
久
保
町
５
們　

們
１０

　

）
緯
０
４
２
（
４
６
９
）
６
１
０
０

６４
 

怯
七
夕
飾
り

　

短
冊
に
願
い
ご
と
を
書
い
て
大
き
な
竹

７月の
行事と催し

に
飾
り
ま
す
（
自
由
参
加
）。

と　

き　

７
月
３
日
（
水
）
～
７
日
（
日
）

怯
紙
芝
居
を
楽
し
も
う

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
紙
芝

居
で
す
。

と　

き　

７
月　

日
・　

日
の
土
曜
日　

１３

２０

午
後
１
時　

分
～
２
時　

分

３０

３０

費　

用　

無
料

主　

催　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
、
小
平

紙
芝
居
サ
ー
ク
ル
と
も
し
び

怯
子
ど
も
将
棋
教
室

と　

き　

７
月　

日
（
月
・
祝
）　

午
後

１５

１
時　

分
～
４
時

３０

と
こ
ろ　

旧
小
平
小
川
郵
便
局
舎

費　

用　

無
料

対　

象　

小
学
生

定　

員　
　

人
２０

講　

師　

安
恵
照
剛
さ
ん
（
日
本
将
棋
連

盟
棋
士
八
段
）

主　

催　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
、
日
本

将
棋
連
盟
小
平
支
部

申
込
み　

６
月　

日
（
金
）
の
午
前　

時

２１

１０

か
ら
、
問
合
せ
先
へ
（
電
話
可
、
先
着

順
）

怯
盆
棚
飾
り

　

木
の
枠
で
盆
棚
を
作
り
、
笹
と
ほ
お
ず

き
を
飾
り
、
畑
で
取
れ
た
作
物
を
供
え
ま

す
。

と　

き　

７
月　

日
（
水
）
～
８
月
２
日

３１

（
金
）

問
合
せ　

小
平
ふ
る
さ
と
村
緯　

（
３
４

０４２

５
）
８
１
５
５

怯
小
平
糧
う
ど
ん

営
業
日　

７
月
６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）・

　

日
（
土
）・　

日
（
日
）・　

日
（
月
・

１３

１４

１５

祝
）・　

（
土
）・　

（
日
）・　

（
土
）・

２０

２１

２７

　

（
日
）

２８※
団
体
予
約（　

～　

人
で
日
曜
日
の
み
）

１０

３０

の
利
用
は
午
後
１
時　

分
以
降
に
な
り
ま

３０

す
。
利
用
日
の　

日
前
ま
で
に
、
問
合
せ

１０

先
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

武
蔵
野
手
打
ち
う
ど
ん
保
存
普

及
会
・
江
連
緯　

（
３
４
３
）
５
１
５
３

０４２

 
怯
開
園
時
間
の
延
長

　

７
・
８
月
の
土
曜
・
日
曜
日
の
開
園
時

間
を
１
時
間
延
長
し
、
午
後
５
時
ま
で
と

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
第
４
土
曜
日
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
て
午
後
８
時　

分
ま
で
開
園

３０

し
ま
す
。
夜
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

（
一
部
立
ち
入
り
禁
止
区
域
あ
り
）。

怯
特
別
開
園
日

　

７
・
８
月
の
第
３
火
曜
日
を
開
園
し
ま

す
。

問
合
せ　

小
平
ふ
る
さ
と
村
緯　

（
３
４

０４２

５
）
８
１
５
５

７
・
８
月
の
特
別
開
園

-
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平小 の文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化財財財財財財財財財財財 ⑨延命寺庚申塔

　庚申塔は 庚  申  待 を３年など
こう しん まち

一定期間行った記念に造立さ
れたものです。庚申待は６０日
に一度の庚申の晩、眠ってい
る間に体内の 三  尸 という虫が

さん し

天帝に悪事を告げ口するの
で、寝ないで過ごすという、
道教に由来する民俗行事で、
江戸時代に民間に広がりまし
た。この石造物は、 天邪鬼 を

あ ま の じ ゃ く

踏んだ 青  面  金  剛 の立像を刻ん
しょう めん こん ごう

だ像塔で、台座正面には「見ざる聞かざる言わざる」では
なく、 三  番  叟 を踊るユーモラスな三猿が表わされている点

さん ば そう

が特徴的です。嘉永３年（１８５０年）に野中新田の念仏講中
の１６人を世話人として建立されています（小平市有形民俗
文化財第１号）。
ところ　天神町２害２９６（延命寺山門前）
問合せ　生涯学習推進課緯０４２（３４６）９５０１

ガーデニングコンテストを開催

フォトフォトフォト
ニュースニュースニュース

　５月２６日（日）から６月２日（日）まで、第９回花と
緑のこだいらガーデニングコンテストが市役所正面玄関
横で行われました。
　コンテストでは、来場者による人気投票が行われ、色
鮮やかな草花が訪れた人を楽しませてくれました。

★
★

★

多
摩
六
都

科
学
館

環
境
学
習
講
座
１

山海塾
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